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研究成果の概要（和文）：特別支援学校や特別支援学級、在宅の訪問学級等に所属する障害のある児童を対象と
して、コンピュータやインターネット等の情報手段を活用し、通常の学級の児童との共同学習や、地域社会との
交流を推進しながら、子どものメディアリテラシーを高める指導の在り方を検討した。障害による｢聞く｣｢話す｣
｢読む｣｢書く｣各活動の困難をICTで支援しつつ、離れた教室をネットワークで結び、障害のある児童と障害のな
い児童が日常的に交流できる環境を構築することでインクルーシブ教育システムの拡充を図った。地域の学校と
連携して実践研究を展開し、具体的な交流のプランを示した。

研究成果の概要（英文）：　This Study explored about an educational subject of ICT use at special 
education for children with disabilities. Students who belong to special school, resource room, or 
home-schooling have original needs to make relations with regular class’ students. ICT is a useful 
means for educational exchange and joint learning between special classes and regular classes. We 
inspected the effects of using ICT by practical studies with our community schools, and suggested 
its effectiveness.

研究分野： 特別支援教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 今日、障害のある児童の特別支援教育は、
国際的にインクルーシブ教育を目指して展
開されてきている。しかしながら、障害のあ
る児童は、医療や福祉、教育のサービスを保
障するため、病院や施設、特別支援学校とい
った障害のない児童と離れた場所で生活や
学習を行うことが必要となる場合がある。ま
た重度の障害により通学が困難なため在宅
で訪問教育を受ける児童も存在する。インク
ルーシブ教育は、単に同じ場所で教育を受け
る物理的な統合のみを意味するものではな
く、障害のある児童を教育的・心理的に統合
していくシステムを構築することが重要と
考えられる。 
 マルチメディアを扱う現代の ICT は、遠隔
地との共同学習の実践領域で有効に活用す
ることができる。特別支援学校や特別支援学
級においては、通常の学級との共同学習や、
地域社会との交流に ICT を導入することで、
場所や時間の制約によって難しかった多様
な活動を展開することが可能になる。毎日離
れた教室間で共同学習を行うことや、ホーム
ルームや休み時間にモニターを介して子ど
もどうしが頻繁に顔を合わせるような試み
もできる。生活の場が離れている状況であっ
ても、教育的、心理的にインクルージョンを
進めることが可能である。特別支援教育にお
ける ICT の導入は、通常の学級以上に効果が
大きいと考えられる。 
  
２．研究の目的 
 本研究は、特別支援学校や特別支援学級、
在宅の訪問学級等に所属する障害のある児
童を対象として、コンピュータやインターネ
ット等の情報手段を活用し、通常の学級の児
童との共同学習や、地域社会との交流を推進
しながら、子どものメディアリテラシーを高
める指導の在り方を検討したものである。障
害による｢聞く｣｢話す｣｢読む｣｢書く｣各活動
の困難を ICT で支援しつつ、離れた教室をネ
ットワークで結び、障害のある児童と障害の
ない児童が日常的に交流できる環境を構築
することで、インクルーシブ教育システムの
拡充を目指す。また双方の児童が ICT の利用
において適切な態度と技能を身につけられ
るように情報モラルの観点を加え、具体的な
交流のプランを示すことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) ICT を活用した交流及び共同学習の実践   
研究 
 地域の学校と連携して、障害のある児童生
徒の授業に ICT を導入し、学習活動やコミュ
ニケーション、交流及び共同学習の場面で活
用を図り、授業実践を通じて効果を検証した。
具体的には、和歌山県内の特別支援学校（4
校、11 学級）、和歌山市内の小学校特別支援
学級(2学級)、中学校特別支援学級（1学級）、
大阪府泉南郡の小学校特別支援学級（1学級）

を研究協力校として、教員の共同研究組織を
編成した。各校の児童生徒が個別に情報端末
（タブレット型 PC）を利用できるように学習
環境を整備し、教材・教具として活用する実
践研究を継続的に展開した。 
(2) ICT を利用した教員研修と地域啓発 
 特別支援教育におけるICTの活用をテーマ
として、地域の教育関係者の研修と啓発を目
的に、テレビ会議システムを利用した公開セ
ミナーを開催した。和歌山大学（和歌山市）
から地域の 3会場（田辺市、橋本市、新宮市）
へセミナーの内容を配信し、広域で情報を共
有しながら参加者間でテーマディスカッシ
ョンを行った。また地域の NPO と協力し、障
害のある当事者や、福祉、リハビリテーショ
ンの関係者に情報を提供する目的で教育講
座を実施した。 
(3) 海外への情報発信 
 研究の成果を海外に伝え、特に新しい教育
技術の普及が遅れている東南アジアの開発
途上国で研究発表を積極的に行った。実践研
究を踏まえつつ、ICT を障害児の教育へ導入
することの効果と、インクルーシブ教育の推
進への貢献を示した。具体的にはベトナムで
開催された国際会議において研究代表者、連
携研究者が講演を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 地域の学校と連携した交流及び共同学
習における ICT 活用の実践研究 
【実践研究 ①】 
「地域を学び、地域に伝える ICT を活用した
アクティブラーニング」 
 特別支援学校中学部の知的障害を有する
生徒の学級において、「総合的な学習の時間」
にタブレット PC を導入し、地域との交流に
向けたアクティブラーニングを展開した。生
徒が学校内の様子を写真や動画で撮影し、ア
プリケーションを利用してコメントを加え、
学校紹介の壁新聞とムービーを自主制作し
た。さらに活動を校外へひろげ、地域を取材
して風景や施設等を撮影し、これらの写真を
集めて編集し、地域に公開する写真展を開催
した。撮影方法等についてプロのカメラマン
の指導を受けた。写真展は地域の大型モール
で開催され多数の一般見学者があった。 
 本実践研究において作製されたムービー
は、和歌山県主催「平成 29 年度ふるさと和
歌山学習大賞」ビデオ部門において奨励賞を
受賞した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 地域での写真展「ぼくのわたしの和歌  
   山自慢」 



【実践研究 ②】 

｢訪問学級におけるICTを活用した交流教育」 

 在宅の訪問教育において、児童の①感情や
要求の表出を豊かにする、②他者との共感関
係を広げる、③身近な人を介してより多くの
人・ものに関わり経験を広げることを目標に
ICT を導入し、ビデオレターを利用した交流
を展開した。通学している児童からビデオメ
ッセージを家庭に届けることで、他者への関
心を高め、仲間意識を育む機会になった。ま
た学校の授業や行事の様子を録画したもの
や、学校の授業で使用した音楽教材を配信し
てタブレット PC で再生する等、家庭で間接
的に同じ内容の学習を体験した。学校側には
訪問学級での児童の様子を撮影したビデオ
レターを届け、通学籍の児童に動画を見ても
らい本児を紹介した。スクリーニングで登校
した際にはすでにお互いを見知った状況に 
なっており、声をかけてもらうなど直接の交
流も円滑に行えるようになった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ ビデオレターを利用した交流の実践 

 

【実践研究 ③】 

「中学校特別支援学級における校内授業交
流での ICT 活用」 
 中学校の自閉症・情緒障害特別支援学級に
おいて通常の学級との授業交流にICTを活用
した。対象の生徒は多動で落ち着きがなく、
集団に協調して活動することが困難な状況
であった。また教師に対する反抗や挑戦的な
態度が目立ち、通常の学級での交流には全く
参加できない状態だった。そこで交流学級の
授業をタブレット PC の画像で中継して、離
れた特別支援学級に居ながら観察した。ICT
を介した間接的な参加は、本人の心理的な負
担を軽減し、直接教室には入れないが配信さ
れた授業の画面に興味をもって見るように
なった。この経験を重ねることで通常学級の
教員や生徒に親しみをもつことができ、次第
に実際の授業にも加わることができるよう
になった。 
 本実践研究は、和歌山市教育委員会から
「平成 29 年度教育論文」優秀賞を受けた。 
【実践研究 ④】 
「居住地の他校交流に ICT を活用した実践」 

 特別支援学校へ通学する児童が、居住する
地域の他校で通常学級の児童と交流を行っ
た。その際、対象の児童が通っている学校の
様子をコンピュータによるプレゼンテーシ
ョンとインターネットによる中継で通常の
学級の児童に紹介した。ICT の利用により特
別支援学校の様子を中継で見ることができ、
通常学級の児童の関心と交流の実感が高ま
った。また対象の児童は、通常学級の授業へ
参加して直接対面していることから、ICT に
よる間接的な交流と直接的な交流を組み合
わせることで、相乗して交流の効果を高める
ことができたと考える。 
【実践研究 ⑤】 
「肢体不自由の表現を補い集団活動への参
加を促進する ICT の活用」 
 音声の会話と四肢の運動機能に重度の障
害がある脳性まひの生徒（高等部）を対象と
して、タブレット PC を表現の補助手段とし
て導入した。絵や写真と音声を組み合わせた
「発信カード」を利用し、本人が画像を選択
することで音声を出力して表現できるよう
にした。毎日の「朝の会」で司会進行の役割
を担えるようになり、出席とりや発表を行う
ことが可能になった。受け身の状態から主体
的な活動が増えるにしたがって、積極性や責
任感といった心理面にも変化がみられた。そ
こで高等部全体へ取り組みを伝える報告会
にも参加し、体育館の舞台上からスライドに
よるプレゼンテーションを行い、集団での活
動に参加の機会を拡大することができた。 
 
(2) 実践研究のまとめ 
 本研究では上記の他に8例のICT 活用の教
育実践を蓄積した。これらの検討から次のよ
うな点が明らかになった。 
 ①訪問学級のように学校から離れた場所
で個別に教育を受ける児童は、孤立しやすい
ため、ICT の導入により、通学籍の児童と授
業の内容を共有し、遠隔でコミュニケーショ
ンを行う交流の利点が特に大きい。 
 ②ICT による交流や共同学習は、直接的な
交流に代わるものではないが、毎日短時間の
共同学習を続けるような試みを実現するこ
とができ、交流の頻度を大幅に高めることが
できる。また直接交流の事前、事後の学習に
も効果的で、交流活動を継続、発展させるた
めに有用である。 
 ③障害のある児童の中には、通常学級の児
童との交流に積極的ではない子どもがいる
ことがある。ICT を利用した間接的な交流や
共同学習は、こうした児童の心理的な負担を
軽減し、初期の接点として効果的であった事
例が複数みられた。 
 ④従来の交流教育は、障害のある児童また
は障害のない児童が、相手の教育の場へ移動
して行うことが通例であった。ICT を利用す
ることで、それぞれの教育の場から共同でホ
ームルームを行うような試みが可能になる。
また事例④のように、子どもどうしの直接的



な交流と、ICT によって教育の場を結ぶ間接
的な交流を同時に組み合わせるような展開
も効果的で、交流や共同学習の実践の幅を広
げることができる。 
 
(3) 地域との研究成果の共有 
①TV 会議システムによるフォーラムの開催 
 地域の教育関係者へICTによる障害者の支
援技術に関する情報を提供し、利用事例を通
じて効果を検討するとともに、国連の CRPD
（障害者の権利に関する条約）など現代にお
ける障害者の人権保障の思想とアシスティ
ブテクノロジーとの関係について参加者と
討議を行った。 
<期日> 2016 年 11 月 30 日 
<会場> 本会場：和歌山大学（和歌山市）、
テレビ会議場：1) 田辺会場：和歌山県情報
交流センターBig-U、2) 橋本会場：和歌山県
立きのかわ支援学校、3) 新宮会場：和歌山
県立みくまの支援学校 
<テーマ> 「障害者への合理的配慮における
支援技術の役割」 
<内容> 1) 講話１．田代洋章（テクノツー
ル株式会社）「最新のアシスティブテクノロ
ジーと使用事例にみる支援の効果」、2) 講
話２．江田裕介（和歌山大学）代表研究者「障
害者の活動と参加の権利を支える先端技術 
～CRPD とアシスティブテクノロジー」、3) テ
ーマディスカッション 
<参加者> フォーラムの参加者は地域の特
別支援学校の教員や障害のある児童の療育
関係者等を中心として、４会場の合計で 73
名であった。 
② 教育講座 
 地域の啓発と研究成果の普及を目的とし
て、和歌山市身体障害者連盟の教育講座に協
力して講習を実施した。 
<期日> 2016 年 11 月 13 日 
<会場> 和歌山市ふれ愛センター 
<内容> 江田裕介（和歌山大学）代表研究者
「現在の社会を生きる障害者にとって必要
な福祉工学と支援技術についての知識」 
<参加者> 障害のある当事者、教育・福祉・
リハビリテーションの関係者を中心として
約 100 名の参加があった。 
 
(4) 海外への情報発信 
 国際会議「障害のある児童のインクルーシ
ブ教育にむけた人材育成」（ベトナム、ハノ
イ）への参加と基調講演 
 ユニセフとベトナム教育訓練省、ハノイ国
家教育大学との共催で開催された同国際会
議において、基調講演を担当し、ICT を障害
者の支援技術として活用することで、インク
ルーシブ教育を推進するための教育ツール
となることを発表した。また特別支援教育の
教員研修の課題として、こうした教育技術の
知識・技能が必須になっていることを示した。 
<期日> 2016 年 6 月 17 日 
<会場> ハノイ国家教育大学（ベトナム、ハ

ノイ） 
<内容> 1) 講演１．江田裕介（和歌山大学）
代表研究者「インクルーシブ教育にむけた教
育技術の革新と教員研修の課題」、講演２．
金森克浩（国立特別支援教育総合研究所; 当
時)連携研究者「日本の学校教育におけるイ
ンクルーシブ教育システム促進のための ICT
活用」 
<参加者> ベトナム全国の障害児教育の関
係者、研究者をはじめ、国内外から約 450 名
の参加者があった。 
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